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科学は統一体をなしている。全ての言明は同じ言語によって表現することができ、全

ての事態は同じ性質のものであり、同じ方法で認識することができる。「統一科学」と

呼ばれたその理念は、論理実証主義者がかつて夢見たものだった。 
 
本ワークショップの目的は、論理実証主義者が夢見た統一科学という理念を継承し、

現代において可能な統一科学を再考することである。三人の提題者が目指す統一科学

の間には目的・対象・方法において違いがあるが（表 1）、利用可能な科学的知見を最
大限用い、哲学の新しいあり方を追い求める姿勢は共有されている。本ワークショッ

プで打ち出される新たな統一科学は、現在の哲学のあり方自体をも変えるものである。 
 

表 1	 提題者が目指す統一科学 

 


